
（第三種郵便物認可）２０２３年５月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（５）

保団連・協会の基本姿勢
各種選挙に臨む

野
村
と
も
あ
き

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１
０
０

 

（
抜
粋
）

　

６
月
４
日
投
開
票
（
５
月
21
日
告
示
）
の
堺
市
長
選
挙
に

お
い
て
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は
、
元
堺
市
議
会
議
員
の
野

村
と
も
あ
き
氏
（
写
真
）
を
支
持
推
薦
す
る
こ
と
を
決
め
、

13
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
地
区
は
会
員
の
要
求
実
現

を
目
指
し
選
挙
に
取
り
組
む
。
現
市
政
の
評
価
と
選
挙
の
争

点
に
つ
い
て
江
原
豊
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
責
任
者
が
解
説

す
る
。

　

現
市
長
は
令
和
３
年
２

月
、
突
如
と
し
て
「
財
政
危

機
宣
言
」
を
発
出
し
、
財
政

改
革
の
必
要
性
を
訴
え
、
様

々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
減

し
て
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
に
も
関
わ
ら
ず
財
政
を
絞

り
、
国
か
ら
の
交
付
金
事
業

以
外
に
独
自
予
算
を
用
い
て

対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か

っ
た
。

　

令
和
３
年
10
月
に
は
「
財

政

危

機

脱

却

プ

ラ

ン
」

（
案
）
を
策
定
。
令
和
４
年

度
か
ら
本
格
実
施
に
取
り
組

　

現
市
長
は
財
政
危
機
を
煽

り
な
が
ら
、
様
々
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
削
減
し
て
き
た
。

物
価
が
高
騰
す
る
な
か
小
学

校
の
給
食
費
無
償
化
を
打
ち

切
り
、
公
約
と
し
て
い
た
第

二
子
の
保
育
料
無
償
化
は
２

年
間
も
延
期
さ
れ
た
。
放
課

後
学
習
事
業
は
廃
止
さ
れ
、

自
治
会
の
活
動
支
援
予
算
は

大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
保

育
士
の
配
置
は
削
減
さ
れ
、

泉
北
高
速
の
学
割
補
助
も
廃

止
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
福

祉
政
策
で
あ
る
お
で
か
け
応

援
制
度
は
市
長
自
ら
２
度
に

渡
り
削
減
提
案
を
行
い
、
議

会
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
の
関
連
で
は
、

無
料
だ
っ
た
71
歳
か
ら
74
歳

の
歯
科
健
診
が
有
料
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
有
料
化
に
よ

っ
て
健
診
受
診
者
は
激
減
。

無
料
の
年
か
ら
１
０
０
０
人

以
上
受
診
者
が
減
っ
て
い

る
。（
図
１
）

　

そ
の
一
方
で
現
市
長
は
ベ

イ
エ
リ
ア
開
発
な
ど
の
市
民

に
直
接
関
わ
り
の
な
い
事
業

む
と
し
、
さ
ら
な
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
削
減
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

脱
却
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
同

年
度
の
決
算
に
お
い
て
堺
市

は
過
去
最
大
の
単
年
度
黒
字

を
計
上
。
令
和
４
年
９
月
に

開
か
れ
た
堺
市
議
会
令
和
３

年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
当
局
が
「
収
支
改
善
は

脱
却
プ
ラ
ン
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

現
市
長
は
令
和
５
年
１
月

に
財
政
危
機
宣
言
を
解
除
。

令
和
５
年
度
の
予
算
に
お
い

て
は
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
と
の
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
ベ
イ
エ
リ

ア
開
発
な
ど
の
開
発
事
業
に

多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
削
減
は
継
続
し
て
い

る
。

　

そ
も
そ
も
堺
市
は
41
年
連

続
で
実
質
収
支
黒
字
で
あ

り
、
基
金
の
残
高
も
政
令
指

定
都
市
ベ
ス
ト
５
に
入
る
健

全
財
政
を
誇
っ
て
き
た
。
堺

市
の
財
政
危
機
に
は
疑
念
が

あ
り
、
現
市
長
が
実
績
と
し

て
訴
え
る
財
政
改
革
は
ま
や

か
し
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

の
見
直
し
は
行
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
市
民
の
「
身
を
切
る

　

市
民
の
身
を
切
る
改
革

か
、
市
民
の
く
ら
し
を
よ
く

す
る
改
革
か
。
選
挙
は
「
市

民
か
ら
集
め
た
税
金
を
ど
う

使
う
か
」
が
争
点
と
な
る
。

　

野
村
と
も
あ
き
氏
は
、
現

日
本
一
の
子
育
て
・
教
育

　

・
小
学
校
給
食
の
無
償
化
継
続

　

・
堺
市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

　

・
教
員
不
足
の
解
消

　

・
放
課
後
学
習
支
援
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
の
復
活

　

・ 

泉
北
高
速
鉄
道
の
通
学
定
期
補
助
の
復
活

と
拡
充

人
生
１
０
０
年
時
代
の
健
康
づ
く
り

　

・
お
で
か
け
応
援
制
度
の
拡
充

　

・ 

無
料
の
が
ん
検
診
の
恒
久
化
、
歯
科
検
診

受
診
可
能
年
齢
の
シ
ー
ム
レ
ス
化

　

・
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
支
援

　

・
医
薬
品
備
蓄
へ
の
支
援
と
物
価
高
騰
対
策

　

・
自
治
会
等
の
地
域
活
動
支
援

豊
か
な
ま
ち
へ
の
積
極
投
資

　

・ 

体
育
館
（
避
難
所
）
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

　

・ 

氷
河
期
世
代
向
け
の
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置

　

・
阪
和
線
の
利
便
性
向
上
と
駅
前
再
開
発

　

・
深
井
駅
周
辺
地
域
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

現
場
主
義
市
長
の
本
気
の
改
革

　

・ 

市
長
報
酬
50
％
削
減
＋
成
果
連
動
制
導
入

　

・ 

市
民
と
市
長
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
の

場
の
設
置

現
市
長
の
不
可
解
事
業
を
市
民
目
線
で
総
点
検

　

・
堺
と
カ
ジ
ノ
を
つ
な
ぐ
航
路
の
検
証

　

・
無
謀
な
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
の
見
直
し

市
長
が
改
悪
、
廃
止
し
た
制

度
の
復
活
と
拡
充
を
公
約
に

掲
げ
て
い
る
。
歯
科
健
診
に

お
い
て
は
、
現
市
長
に
よ
っ

て
有
料
と
な
っ
た
71
歳
か
ら

74
歳
の
歯
科
健
診
を
再
び
無

ま
ち
が
元
気
に
な
る
。
ま
ち

が
元
気
に
な
る
と
税
収
が
増

え
る
。
そ
し
て
、
税
収
が
増

え
る
こ
と
で
さ
ら
に
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
充
て
る
予
算
が
確

保
で
き
る
と
い
う
好
循
環
で

あ
る
。
そ
れ
を
実
践
し
て
き

た
の
が
、兵
庫
県
明
石
市
だ
。

明
石
市
は
子
ど
も
子
育
て
施

策
を
充
実
す
る
こ
と
で
上
記

の
好
循
環
を
実
現
し
て
き

た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
堺
市
に

お
い
て
も
実
現
可
能
で
あ
る

と
野
村
氏
は
訴
え
て
い
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１
０
０

　

野
村
氏
は
「
野
村
と
も
あ

き
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
１
０
０
」

と
し
て
、
１
０
０
に
渡
る
公

約
を
発
表
し
た
。

　

公
約
は
、
①
日
本
一
の
子

育
て
・
教
育
②
人
生
１
０
０

年
時
代
の
健
康
づ
く
り
③
豊

か
な
ま
ち
へ
の
積
極
投
資
④

現
場
主
義
市
長
の
本
気
の
改

革
⑤
現
市
長
の
不
可
解
事
業

を
市
民
目
線
で
総
点
検
―
―

を
柱
と
し
、
前
回
の
選
挙
以

降
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
足
を
運

び
続
け
て
き
た
野
村
氏
な
ら

で
は
の
政
策
と
な
っ
て
い
る
。

償
化
す
る
。
ま
た
、
大

阪
府
内
で
最
も
歯
科
健

診
の
受
診
者
数
・
受
診

率
が
高
い
吹
田
市
の
制

度
を
参
考
に
、
対
象
年

齢
を
拡
充
し
て
い
く

（
表
２
）
。
野
村
氏
は

協
会
と
の
懇
談
の
な
か

で
市
民
の
健
康
増
進
に

お
け
る
成
人
歯
科
健
診

の
重
要
性
に
理
解
を
示

し
、
要
望
を
受
け
入
れ

た
。

　

野
村
氏
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と

が
堺
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
訴
え
て
い
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す

る
こ
と
で
市
民
の
く
ら

し
が
よ
く
な
る
。
市
民

の
く
ら
し
が
よ
く
な
る

こ
と
で
人
口
が
増
え
、

改
革
」
の
み
が
実
施
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

財
政
危
機
の
ウ
ソ

住
民
サ
ー
ビ
ス
削
減

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
や
め

く
ら
し
よ
く
す
る
改
革
を

市
民
の
税
金
は
市
民
の
た
め
に

野
村
プ
ラ
ン
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
拡
充
へ

20232023
選挙選挙
市長堺市長堺

府下順位 市町村 人口※１ 受診者数 人口あたり
の受診率 対象年齢

１位 吹田市 384,403 20,671 5.38％

満30歳以上74歳以下及び学校、障がい者
施設・作業所等で歯科健診を受けられなか
った満15歳以上で、身体障がい者手帳１～
４級、療育手帳、判定書、精神障がい者保
健福祉手帳保持者、75歳以上の後期高齢者
医療保険非加入者

32位 堺市 825,276 2,128 0.26％ 30、35、40、50、60、70歳、71～74
歳、75歳以上の生活保護受給者

表２　堺市の成人歯科健診の受診率は吹田市の20分の１

※１ 2020年10月１日現在の推計人口（大阪府総務部統計課） 大阪府市町村歯科口腔保健実態調査

現市政の削減事例

第二子保育料無料化の延期
おでかけ応援バス削減提案

保育士の配置削減
泉北高速の学割補助廃止
放課後学習支援の廃止
日高少年自然の家の廃止
無料の歯科検診の廃止
自治会まちづくり補助削減

　国政選挙をはじめ各種選挙への保団連・協

会の基本姿勢は、1976年の保団連第14回総会

で確立した以下の４つの原則のもと取り組ま

れる。なお、各自治体の首長選挙は住民の代

表であり、医療を始めとする社会保障要求が

直接反映することから、政策などで一致する

候補者を推薦している。

一、保団連・協会として保険医の要求を、国政、地方政治に

反映させるため、各政党、候補者に向けての働きかけを強め

る。各政党、候補者の政策や政治活動の実績をひろく保険医

に宣伝し、保険医が正しい判断ができるようにする。

二、各政党に対しては保険医の要求実現の立場から接触を強

め、一致点にもとづく協力関係を強める。

三、会員の政党支持、政治活動の自由、有志による後援会活

動を積極的に保障する。保団連、協会としては、特定の政党

支持、不支持について機関決定をおこなわない。医師会等が

特定政党、ならびにそれに所属する候補の支持を会員に強い

ることに対しても、これを改めるよう働きかける。

四、自治体の首長選挙については、その候補が特定の政党を

代表するものでなく、保険医の要求実現に努力する保障が得

られる場合は、組織の民主的協議を経たうえで、協会として

住民とともにその当選を期して活動する。

1.2%

3.4%

受診率

2020年度（無料） 2021年度（有料化）

１
６
５
７
人

６
２
３
人

財政危機宣言後、
約６割減

図１　成人歯科健診の受診者激減
（71～74歳）

６
月
４
日 

堺
市
長
選
挙

2021年
２月

2021年
10月

2022年
４月

2022年
９月

2023年
１月

財
政
危
機
宣
言

解
除

「
財
政
危
機
脱
却

　
プ
ラ
ン
」
策
定

財
政
危
機
宣
言

プ
ラ
ン
の

本
格
実
施

2023年度
予算で開発事業に
大伴振る舞い

堺市議会
特別委員会2021年度の決算で

過去最大の単年度黒字

現市長の訴える「財政危機」はウソ !??

（2020年度）


